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　敬う思いから出てくる一声
　　  　　　　　( 美浦村敬老会会場にて )

どうぞ足元に気をつけて…
　敬う思いから出てくる一声
　　  　　　　　( 美浦村敬老会会場にて )

10

美浦村中央公民館【メイン会場】
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3 広報みほ　平成２７年１０月号 22

美浦村議会
活力ある地域づくりへ新たなスタート

興津５９６番地３３
５８歳・４期
厚生文教委員長

林 　 昌 子
（ 公 明 党 ）

大谷５５２番地５
５８歳・２期
厚生文教委員

岡 沢 　 清
（日本共産党）

大山１１４８番地
６２歳・２期
厚生文教副委員長

飯 田 洋 司
（ 無 所 属 ）

茂呂１３６４番地１６
４９歳・１期
総 務 委 員

松 村 広 志
（ 公 明 党 ）

土屋１９７２番地７６４
５８歳・１期
厚生文教委員

竹 部 澄 雄
（ 無 所 属 ）

舟子２８１８番地２
６８歳・４期
経済建設委員

小 泉 輝 忠
（ 無 所 属 ）

木原４９７番地２
６８歳・４期
総 務 委 員

石 川 　 修
（ 無 所 属 ）

受領４９番地内１号
４３歳・５期
総　務　委　員

沼 﨑 光 芳
（ 無 所 属 ）

信太１９０２番地３
６４歳・２期
総務副委員長

山 崎 幸 子
（ 無 所 属 ）

住所
年齢・期数
常任委員会

　 氏 名 　
（ 党 派 ）

土屋１９７７番地７
６７歳・２期
経済建設委員長

椎 名 利 夫
（ 無 所 属 ）

土浦２００４番地１
６３歳・３期
総務委員長

下 村 　 宏
（ 無 所 属 ）

木原５８５番地
６７歳・１期
経済建設委員

葉 梨 公 一
（ 無 所 属 ）

舟子１８２２番地
６８歳・１期
厚生文教委員

小 泉 嘉 忠
（ 無 所 属 ）

大須賀津２７１番地
５４歳・２期
経済建設副委員長

塚 本 光 司
（ 無 所 属 ）

美浦村議会美浦村議会美浦村議会

～私たちの代表１４名を紹介します～

任期は、平成２７年９月１日から平成３１年８月３１日までの４年間です。（議員定数１４） 〈敬称略・議席順〉
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議
席
番
号　

３

議
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番
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４

議
席
番
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４

議
席
番
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５

議
席
番
号　

５

副議長副議長議長議長
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■問合せ　美浦村議会事務局☎８８５－０３４０(内)３０１、３０２

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
村
議
会

に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
賜
り
、
美
浦
村
議
会
第
３３
代
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は

２
度
目
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て
そ
の
使
命
と
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
地
方
創
生
と
い
う
大
き
な
命
題
の
も

と
、
本
村
に
お
い
て
も
人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
創
生
に
向

け
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す

財
政
状
況
に
お
い
て
、
防
災
・
福
祉
・
教
育
な
ど
各
分
野
で

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
村
政
の
諸
課
題
に
有
効
な
政
策
を
、
議
会
と
執
行

機
関
が
真
摯
な
議
論
に
よ
り
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
方
分
権
の
今
、
議
会
の
役
割
は
従
前
に
も
増
し
て
重

責
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
議
長
と
し
て
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
安
全
で
潤
い
の
あ
る
豊
か
な

村
の
実
現
に
向
け
、
村
議
会
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
、
村
議
会
へ
の
ご
理
解

と
村
政
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

村
議
会
議
長　

沼
崎　

光
芳

議
会
の
役
割

議
会
の
主
な
仕
事

　

８
月
２３
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
美
浦
村

議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
議
員
定
数
１４
に

対
し
１４
名
の
立
候
補
の
届
出
で
あ
っ
た
た

め
選
挙
が
行
わ
れ
ず
、
立
候
補
者
の
当
選

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
は
、
新
し
い
議
員
に
よ
る

村
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長

や
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
の
議
会
構
成
が

決
ま
り
、
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
美
浦
村
議

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

美
浦
村
を
豊
か
な
住
み
良
い
地
域
社
会

に
す
る
た
め
、
私
た
ち
村
民
を
代
表
し
て

ど
ん
な
仕
事
を
し
た
ら
良
い
か
話
し
合
い
、

決
め
る
任
務
を
持
つ
「
村
の
意
思
決
定
機

関
」
が
議
会
で
す
。
議
会
で
話
し
合
い
、

決
め
た
こ
と
を
実
際
に
行
う
の
は
、
村
長

や
教
育
委
員
会
な
ど
の
執
行
部
（
村
長
の

も
と
で
仕
事
を
す
る
役
場
職
員
）
で
、
議

会
は
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
権
限
も
持
っ

て
い
ま
す
。

◇
議
決　

議
会
に
か
け
ら
れ
た
議
案
を
審

　

議
･
議
決
し
ま
す
。
議
案
は
条
例
や
予

　

算
･
決
算
の
ほ
か
、
重
要
な
建
設
工
事

　

な
ど
の
請
負
契
約
や
、
村
の
財
産
の
取

　

得
･
処
分
な
ど
で
す
。

◇
選
挙
･
選
任
同
意　

議
長
･
副
議
長
や

　

一
部
事
務
組
合
議
員
な
ど
を
選
挙
し
た

　

り
、
教
育
委
員
や
監
査
委
員
を
選
任
す

　

る
と
き
に
同
意
し
ま
す
。

◇
調
査
･
監
査　

村
政
が
村
民
の
期
待
ど

　

お
り
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
執
行
部
の

　

施
策
が
「
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た
め

　

に
正
し
く
計
画
さ
れ
て
い
る
か
」、
そ
し

　

て
「
実
行
さ
れ
て
い
る
か
」、
仕
事
内
容

　

の
調
査
･
報
告
の
要
求
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

◇
請
願
･
陳
情
･
意
見　

住
民
対
話
の
中

　

か
ら
村
づ
く
り
の
方
向
を
見
つ
け
、
村

　

政
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の
希
望
や
願
い

　

を
公
の
機
関
へ
要
望
し
ま
す
。
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７
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号　

１

議
席
番
号　

２

議
席
番
号　

１３

議
席
番
号　

１４

議
席
番
号　

８

議
席
番
号　

９

議
席
番
号　

１０

議
席
番
号　

３

議
席
番
号　

４

議
席
番
号　

５

副議長議長
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　前任の木村隆氏の退任を受け、９月１日付で大
竹守氏が大山地区の民生委員に就任しました。
　民生委員は、それぞれが担当する区域において、
住民の生活上の様々な相談に応じ、行政をはじめ
適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての
役割を果たすとともに、高齢者や障がい者世帯の
見守りや安否確認等にも重要な役割を果たしてい
ます（全国民生委員児童委員連合会ホームページ
より）。大竹さん、よろしくお願いします。

　

Ｊ
Ａ
共
済
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
５
第
４２
回

茨
城
県
学
年
別
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が

４
月
２９
日
か
ら
７
月
２６
日
ま
で
県
内
各

会
場
で
行
わ
れ
、
フ
リ
ー
ダ
ム
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
の
高
学
年
チ
ー
ム
と
低
学
年

チ
ー
ム
は
県
南
大
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
首
位

で
突
破
し
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
と
も
県
１
次
リ
ー
グ
で
は

強
豪
を
撃
破
し
て
勝
ち
上
が
る
大
活
躍
。

２
次
リ
ー
グ
で
は
高
学
年
チ
ー
ム
が
後

の
優
勝
チ
ー
ム
に
敗
れ
、
低
学
年
チ
ー

ム
も
接
戦
の
末
に
一
歩
及
ば
ず
惜
敗
と

な
り
ま
し
た
が
、
と
も
に
登
録
２
８
７

チ
ー
ム
中
ベ
ス
ト
２４
に
残
る
活
躍
を
見

せ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。

　８月２２日、県立カシマサッカースタジアムにて
「鹿島アントラーズＦＣフレンドリータウンデイ
ズ美浦の日」が開催されました。美浦村在住・在
勤・在学の方はこの日行われるモンテディオ山形
戦を招待または優待価格で観戦することができる
とあって、たくさんの方が訪れました。
　Ｊ１首位・４連勝中と絶好調で迎えたこの試合、
サポーターの熱烈な応援の後押しを受け、鹿島ア
ントラーズは３対０で勝利をおさめました。

▼
第
２３
回
関
東
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
新

体
操
選
手
権
大
会
予
選
（
７
月

５
日
笠
松
運
動
公
園
体
育
館
）

　

【
ボ
ー
ル
団
体
】
第
２
位

▼
第
２７
回
茨
城
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成

大
会
新
体
操
の
部
（
７
月
２６
日

石
岡
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

　

【
小
学
校
低
学
年
団
体
徒
手
】

　
　

第
１
位　

美
浦
体
操
ク
ラ
ブ

　

【
３
、４
年
生
ボ
ー
ル
】

　
　

第
３
位　

原
田
亜
莉
沙

　

【
５
、６
年
生
ボ
ー
ル
】

　
　

第
２
位　

沼
尻
雪
音

　

【
５
、６
年
生
ク
ラ
ブ
】

　
　

第
５
位　

沼
尻
琴
音

　

【
５
、６
年
生
ロ
ー
プ
】

　
　

第
６
位　

若
林
星
里

＊
中
学
生
の
部
で
も
６
人
が
上
位

　

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

◇
問
合
せ　

関
文
恵
☎
０
８
０

－

３
７
０
３

－

７
６
９
４

フ
リ
ー
ダ
ム
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
サ
ッ

カ
ー
好
き
の
仲
間
を
歓
迎
し
ま
す
。

（
年
中
〜
小
学
４
年
生
ま
で
）

◇
問
合
せ　

中
根
秀
雄
☎
０
９
０

－

４

０
７
４

－

７
７
９
９

大山地区の民生委員に
　　　　　大竹守氏が就任
大山地区の民生委員に
　　　　　大竹守氏が就任

鹿島アントラーズが
　　　「美浦の日」を開催
鹿島アントラーズが
　　　「美浦の日」を開催

茨
城
県
学
年
別
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

　
　
　
　

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ
が
活
躍
！

茨
城
県
学
年
別
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

　
　
　
　

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ
が
活
躍
！

美
浦
体
操
ク
ラ
ブ

　

好
成
績
続
々
！

美
浦
体
操
ク
ラ
ブ

　

好
成
績
続
々
！

美浦トレーニング・センターコーナーにて美浦トレーニング・センターコーナーにて

高学年チーム
（６年生および５年生選抜）

高学年チーム
（６年生および５年生選抜）

低学年チーム
（４年生および３年生選抜）

低学年チーム
（４年生および３年生選抜）
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９
月
２０
日
、
村
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
に
よ
り
、
高
齢
者
の
方
の
長
寿

を
祝
う
「
美
浦
村
敬
老
会
」
が
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
敬
老

会
に
招
待
さ
れ
た
７５
歳
以
上
の
敬
老
者

は
、
昨
年
よ
り
７３
名
増
え
て
２
０
５
１

名
と
な
り
、
こ
の
う
ち
３
０
８
名
の
方

が
式
典
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
部
で
は
、
中
島
村
長
、
来
賓

の
方
々
が
長
寿
を
お
祝
い
す
る
言
葉
を

贈
り
、
美
浦
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

萩
田
正
義
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
会
指
導
の
も
と
簡
単
な
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
っ
て
か
ら
、
み
な
さ
ん
お

楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
へ
。

　

ま
ず
、
敬
老
作
文
を
安
中
小
学
校
２

年
生
富
田
瑛
久
さ
ん
、
大
谷
小
学
校
４

年
生
佐
々
木
さ
く
ら
さ
ん
、
木
原
小
学

校
６
年
生
葉
梨
未
羽
さ
ん
が
自
ら
朗
読
。

小
学
生
ら
し
い
素
直
な
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
た
心
温
ま
る
作
文
に
、
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
芸

能
人
に
よ
る
華
や
か
な
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
や
歌
謡
シ
ョ
ー
の
素
晴
ら
し
い
歌
声

で
、
会
場
中
に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
者
の
皆
さ
ん
、
来
年
も
ま
た
元

気
な
姿
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

２０
日
、
村
と
社
会
福
祉
協
議
会

　９月４日、福岡県宗像市と福津市から２０名の小
学校校長が来村され、村の教育を視察しました。
　福岡県は全県的に「社会力養成塾」を推進したり、
小学校では「豊かな社会力を身につけた子どもを
育てる」ことを共通の目的に教育する等、社会力
育ての教育に力を入れており、「０歳から９０歳まで
の社会力育て」を教育施策の根幹に据えた美浦村
のユニークな教育を参考にするため視察に来られ
たもので、福岡県から４回目の来村となりました。
　視察を終えた校長先生たちは、「美浦村の教育を
参考に社会力の教育に力を入れて、日本の将来を
任う人材を育てたい」と言って帰られました。

　９月４日、保健センターにて、美浦村食生活改
善推進員協議会・シルバーリハビリ体操運動士会
共同開催で、ロコモティブシンドロームの予防と
対策講演会が行われました。
　ロコモティブシンドロームに対する村民の関心
は高いようで約７０名の方が来場され、講師の県立
医療大学医科学センター整形外科教授の六崎裕高
氏から、映像を交えながらわかりやすく疾病の概
要・予防法・治療法等のお話を聞きました。
　参加された皆さんは真剣に耳を傾け、講演後に
は積極的に質問をされていました。

平
成
２７
年
度

平
成
２７
年
度

美
浦
村
敬
老
会

美
浦
村
敬
老
会

敬老作文表彰敬老作文表彰

謝辞謝辞

式典会場式典会場

シルバーリハビリ体操シルバーリハビリ体操

マジックショーマジックショー

歌謡ショー歌謡ショー

ロコモティブシンドローム
　　　　予防と対策講演会
ロコモティブシンドローム
　　　　予防と対策講演会

福岡県から教育視察に来村福岡県から教育視察に来村
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そ
っ
と
優
し
く
窓
か
ら
覗
く
母
の
笑
顔
に
見
え
る
月　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

愛
で
る
七
草
眺
め
る
月
も
風
情
変
わ
ら
ぬ
里
の
秋　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

夜
の
帳
が
ゆ
っ
く
り
下
り
て
月
と
星
座
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム　
　
　
　

磯
西
涼
香

少
し
痩
せ
た
が
猛
暑
に
耐
え
た
老
母
を
虫
の
音
癒
す
夜　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

月
を
見
上
げ
て
語
ら
う
妻
と
共
に
歩
ん
だ
半
世
紀　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

秋
は
淋
し
い
心
の
窓
を
開
け
て
泣
き
た
い
夜
も
あ
る　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

使
命
背
負
っ
て
宇
宙
の
基
地
へ
月
も
見
守
る
こ
う
の
と
り　
　
　

上
野
八
千
代

今
夜
あ
な
た
へ
打
ち
明
け
よ
う
と
繋
ぐ
携
帯
握
り
し
め　
　
　
　
　

関
根
秀
子

月
に
一
度
の
勉
強
会
に
頭
抱
え
て
俚
謡
作
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
心
満
た
し
て
消
え
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

若
い
二
人
に
あ
て
ら
れ
月
も
嬉
し
恥
ず
か
し
雲
隠
れ　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

暑
い
花
火
の
人
混
み
よ
り
も
二
人
涼
し
い
月
夜
河
岸　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

笑
い
声
や
ら
元
気
な
声
が
響
く
九
月
の
通
学
路　
　
　
　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

夏
の
夜
韻
も
残
さ
ず
九
月
風
に
震
え
る
七
分
袖　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

人
に
知
ら
れ
ず
可
憐
に
咲
い
た
一
夜
限
り
の
烏
瓜　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

祭
り
囃
子
を
遠
く
に
聞
い
て
友
と
歩
い
た
月
の
夜　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

先
祖
迎
え
る
真
夏
の
夜
に
灯
り
と
も
し
て
お
茶
と
花　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
月
夜
の
明
か
り
萩
を
や
さ
し
く
照
ら
し
て
る　
　

木
村
幸
子

　
小
流
れ
の
水
面
狭
め
て
蘆
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

小
さ
い
秋
八
十
に
し
て
み
つ
け
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

リ
ュ
ッ
ク
背
負
ひ
花
野
に
並
び
深
呼
吸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

食
通
の
友
が
下
げ
来
し
新
さ
ん
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

芋
に
水
た
っ
ぷ
り
掛
け
ろ
と
夫
の
檄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

花
付
け
し
ま
ま
伐
ら
れ
た
る
百
日
紅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

新
米
に
込
め
し
老
父
の
愛
と
汗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

百
合
開
き
音
な
く
露
の
玉
こ
ぼ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

と
き
め
い
て
チ
ク
チ
ク
稲
穂
そ
っ
と
掌
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

盆
飾
り
若
子
作
る
や
茄
子
の
牛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

湖
の
波
揺
ら
し
て
去
り
ぬ
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

九
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
月
・
夜
」
病
句
禁

あ
し

こ

な

が

ひ

と

よ

し　

ょ　

い

●国勢調査は、平成２７年１０月１日現在、国内に住んでいるすべての人が対象です。

●平成２７年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得る
　ために実施するものです。調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、
　雇用政策、生活環境の整備、防災対策等、私たちの暮らしのために役立てられます。

●記入いただいた調査票は、調査員に渡していただくか、調査票と一緒にお配りした郵送提出用の封筒に
　入れて郵送でご提出いただくようお願いします。

※万一、調査票が届いていない場合は、役場企画財政課へご連絡ください。
□問合せ　役場企画財政課☎８８５－０３４０（内線２０８）

インターネットで回答いただいた世帯には、調査票を回収する
ための統計調査員の訪問はありません。

スマート国勢調査！

国勢調査へのご回答はお済みですか

総務省・茨城県・美浦村

き

て

は　

は

ね

う　

た

つ

き

よ

が

し

さ

る

す

べ

り

わ

く

ご

う
み

み　

ほ　

文　

芸
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Ａ．人間の「社会力」はどのようにして育つのか。その過程（プロセス）やメカニズムを理解するためには、
　ヒトの子が先天的に備えている能力について知っておく必要があります。
　　４０年ほど前から、世界各地の認知心理学者たちが新生児の研究を行ってきました。新生児とは、生ま
れて１カ月以内の赤ちゃんのことです。どんなことを調べたかというと、「ヒトの子」（カタカナで「ヒト
の子」と書く場合は、学問の世界では「ヒト種として生まれた生き物の子」という意味です。）には他の種
にはないどんな特徴があるのかということです。言い方を変えれば、ヒトの子にだけ備わっている特有
の能力があるとしたら、それはどんな能力かということです。
　　そのために様々な実験装置を工夫して調べると、ヒトの子は多くの高い能力を備えていることが分か
りました。それらをまとめて言うと、「ヒトの子は大人を見分けて探す能力を備えており、出会った大人
と応答する高度な能力がある」ということです。
　　こういう事実がわかれば、どうすればヒトの子の社会力を育てることがで
きるかの答えはすぐに出てきます。それは、子どもの周りにいる大人たちが、
徹底して子どもの相手になってあげることです。子どもが赤ちゃんであれば
なおさらです。子どもの相手になるということは、話しかけたり、抱っこし
てあげたり、ほっぺをつついてあげたりして接することです。周りの大人は
お母さんだけではありません。お父さんでも、おじいさんおばあさんでも、
　近所のオバさんオジさんでもいいのです。そうやって、大人たちが子どもに
かまってあげることが一番大事なことです。

　　大人にかまってもらうことで、子どもが備えている「他人と応答する能力」
が作動し、そのことが「社会力のおおもと（他者への関心と愛着と信頼感）」を
育てることになるのです。「社会力のおおもと」が育てば後は大丈夫。子ども
が大きくなるにつれて多くの大人たちと出会い交わる機会が増えますから、
　そこでしっかり大人と交わることさえすれば、社会力はごく自然に育ちます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《教育長　門脇　厚司》

～子どもから大人まで～

社会力が
よくわかる連続講座（７）

育てよう

社会力

育てよう

社会力
お問合せ
教育委員会学校教育課
☎８８５－０３４０（内）２２６

Ｑ７．社会力を育てるために一番大事なことは何ですか。

▼

８月２２日、いなしき夏まつり花火大
　会にて

□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

・１０月１６日　県青連ゴルフ大会

・１０月２５日　陸平縄文ムラまつり

・１１月２日　横越商工会青年部交流会

・１１月３日　みほ産業文化フェスティバル

・１１月１０日・１１日　商工会青年部全国大会

・毎週木曜日　キッズ☆カンパニー２０１５

《１０月・１１月の活動予定》

ひ　と

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより

お知らせ
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日
本
の
台
所
で
新
鮮
な
食
材
を

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

１１
月
２８
日（
土
）午
前
８

時（
中
央
公
民
館
駐
車
場
集
合
）

◇
参
加
費　

１
２
０
０
円
（
高
速

代
・
駐
車
料
金
）
他
に
昼
食
代

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数　

２０
名
（
村
の
福
祉

バ
ス
利
用
）

◇
申
込　

１０
月
３０
日（
金
）ま
で
に

美
浦
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
と
い
う
単
語

を
用
い
た
マ
ル
チ
取
引
的
な
勧
誘

や
、
勧
誘
時
の
説
明
と
実
際
の
内

容
が
大
き
く
異
な
る
と
い
っ
た
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
事
例
１　

バ
イ
ト
先
の
先
輩
に

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
を
勧
誘
さ
れ
、

人
を
紹
介
す
れ
ば
収
入
を
得
ら

れ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

▼
事
例
２　

友
人
に
ア
フ
ィ
リ
エ

イ
ト
を
勧
誘
さ
れ
、
借
金
を
し

て
契
約
し
、
自
分
も
友
人
を
勧

誘
し
た
。

▼
事
例
３　

ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ
ピ
ン

グ
を
契
約
し
た
が
、
説
明
通
り

の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
ず
、
収

入
も
な
い
。

▼
事
例
４　

初
期
投
資
は
不
要
と

い
わ
れ
た
の
に
、
契
約
後
に
設

備
投
資
費
を
請
求
さ
れ
た
。

＊
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
＊

・
マ
ル
チ
取
引
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
と
経
済
的
被
害
だ
け
で

な
く
人
間
関
係
を
損
な
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
契
約
の
意
思
が

な
い
と
き
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
勧
誘
時
に
説
明
さ
れ
た
収
入
を

あ
て
に
し
た
無
理
な
契
約
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
簡
単
に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
報
道
発
表

　

資
料
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
の
予
約
は

手
軽
で
便
利
で
す
が
、
何
か
あ
っ

た
際
に
連
絡
が
取
れ
な
い
等
の
ト

ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。
対
面

で
の
説
明
が
な
い
た
め
、
諸
条
件

や
規
約
等
は
自
分
で
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、

旅
行
業
登
録
の
有
無
、
受
付
、
問

い
合
わ
せ
体
制
、
旅
行
の
契
約
条

件
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
旅

行
業
の
登
録
業
者
で
あ
れ
ば
、
倒

産
等
で
契
約
内
容
が
実
行
さ
れ
な

い
場
合
、
保
証
金
制
度
に
よ
り
支

払
金
が
戻
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
等
を
購
入

す
る
際
は
必
ず
試
着
を
し
、
サ
イ

ズ
の
合
う
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

体
重
の
変
化
に
よ
り
い
つ
の
間
に

か
衣
服
が
ゆ
る
く
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
こ
ま
め
な
調
整
が
大
切
で

す
。
特
に
パ
ジ
ャ
マ
の
ゴ
ム
は
緩

み
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　

高
齢
者
の
事
故
で
は
転
倒
事
故

が
多
く
、
悪
く
す
れ
ば
転
倒
に
よ

り
骨
折
、
長
期
入
院
、
寝
た
き
り

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

転
倒
の
危
険
を
避
け
る
た
め
、
日

常
生
活
で
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
、

体
力
、
注
意
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能

の
維
持
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

健
康
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
２
件
と
も
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

〜
友
人
を
紹
介
す
る
と
儲
か
る
！？

　

借
金
を
さ
せ
て
ま
で
支
払
わ
せ

　

る
事
例
も
〜

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
格
安

航
空
券
を
検
索
し
、
旅
行
会

社
の
サ
イ
ト
か
ら
大
人
二
人

分
を
申
し
込
み
、
６
万
円
を

振
り
込
ん
だ
。
航
空
券
は
出

発
の
３
日
前
に
届
く
約
束
だ

っ
た
が
旅
行
前
日
に
な
っ
て

も
届
か
ず
旅
行
業
者
に
何
度

も
電
話
を
し
て
い
る
が
誰
も

出
な
い
。
し
か
た
な
く
、
直

接
航
空
会
社
に
確
認
し
た
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行

申
し
込
み
は
よ
く
確
認
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行

申
し
込
み
は
よ
く
確
認
を

【
事
例
１
】

　

く
る
ぶ
し
丈
の
ス
カ
ー
ト

を
は
い
て
階
段
を
上
が
る
と

き
ス
カ
ー
ト
の
す
そ
を
踏
ん

で
前
に
転
ん
で
手
を
つ
い
た
。

　

（
当
事
者

：

７０
歳
代
女
性
）

【
事
例
２
】

　

駅
で
電
車
に
乗
ろ
う
と
改

札
か
ら
駆
け
出
し
た
と
こ
ろ
、

衣
服
の
す
そ
踏
み

思
い
が
け
な
い
け
が
に
注
意

衣
服
の
す
そ
踏
み

思
い
が
け
な
い
け
が
に
注
意

ズ
ボ
ン
の
す
そ
を
踏
ん
で
し

ま
い
前
の
め
り
に
転
倒
し
た
。

メ
ガ
ネ
が
ホ
ー
ム
に
当
た
っ

て
壊
れ
、
顔
に
強
く
当
た
り
、

顔
が
少
し
切
れ
た
。

　

（
当
事
者

：

６０
歳
代
男
性
）

【
事
例
３
】

　

夜
中
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と

し
て
パ
ジ
ャ
マ
の
す
そ
を
踏

み
、
タ
ン
ス
の
角
に
額
を
ぶ

つ
け
出
血
し
病
院
に
行
っ
た
。

　

（
当
事
者

：

７０
歳
代
男
性
）

こ
ろ
、「
予
約
は
あ
る
が
業
者

か
ら
の
入
金
が
な
い
た
め
発

券
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

　

（
当
事
者

：

７０
歳
代
男
性
）

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８ ※３桁

◇県警悪質商法１１０番（悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

消費生活に関する相談は

い や や

子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ
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日時：１０月２５日（日）午前１０時～午後２時

　　　※小雨決行・雨天中止

会場：陸平貝塚公園（美浦村土浦２３５９）

主催：陸平縄文ムラまつり実行委員会

日時：１０月２５日（日）午前１０時～午後２時

　　　※小雨決行・雨天中止

会場：陸平貝塚公園（美浦村土浦２３５９）

主催：陸平縄文ムラまつり実行委員会

車でお越しの際は陸平貝塚公園駐車場または安中小学校臨時
駐車場をご利用ください。なお、駐車台数に限りがあります
ので、お乗り合わせのうえお越しください。
※駐車場から会場までの送迎有ります。

※応募後に内容等を協議検討のうえ開設講座を
　選定し、４月初旬にご連絡いたします。

　中央公民館では、平成２８年度に開催する「みほ文化講座」と「美浦ゼミ」の講師を募集します。原則
として、村内に居住または勤務する２０歳以上の方ならどなたでも応募できます。

◇期間　平成２８年５月～平成２９年３月末日

◇会場　美浦村中央公民館、木原多目的集会
施設、安中多目的研修集会施設（各部屋）

◇募集締切　１０月２３日（金）
＊応募用紙は中央公民館に用意してあります。

■申込･問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１

美浦ゼミ

みほ文化講座

　自分の知識や特徴を生かし、他の人にも伝
えたい方が講師となり開設する講座で、役場
生涯学習課が企画し、支援するものです。

◇回数　年間１０回～２０回程度

◇謝金　１開催日につき７，０００円

◇テーマ　生涯学習に関することなら、原則
　としてすべて可能です。ただし、内容が以
　下の項目に該当するものは除きます。

・特定の政党や宗教の宣伝目的
・特定の企業や団体の宣伝または営利目的
・村教育委員会が不適当と認めるもの

　村民が自ら企画提案・講師となり実施する
学習会です。

◇回数　年間５回程度
＊同一年度内で１講師１企画までとします。

◇謝金　１開催日につき３，０００円※辞退可能。

平成２８年度「みほ文化講座」「美浦ゼミ」講師募集

美浦村文化財センター
☎８８６－０２９１、ＦＡＸ８８６－０４７１
メール：bunkazai@vill.miho.lg.jp

※休館日は月曜日・祝日。月曜日が
　祝日の場合は翌平日も休館。

＜まつり・各コンテストの問合せ＞
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国
民
年
金
制
度
は
、
私
た
ち
の

生
活
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
皆

で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い

を
支
え
合
う
制
度
で
す
。
職
業
な

ど
に
よ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
･

第
２
号
被
保
険
者
･
第
３
号
被
保

険
者
に
分
か
れ
、
２０
歳
以
上
の
全

て
の
方
が
加
入
し
ま
す
。

▼
本
人
が
保
険
料
を
納
め
る
第
１

　

号
被
保
険
者
…
日
本
国
内
に
住

　

所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
６０
歳
未

　

満
の
自
営
業
･
学
生
･
無
職
の

　

方
な
ど

▼
勤
務
先
の
給
料
か
ら
保
険
料
が

　

差
し
引
か
れ
る
第
２
号
被
保
険

　

者
…
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

　

る
方

▼
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被

　

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
２０

　

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
配
偶
者

　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
と
き
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
を
忘

れ
て
し
ま
う
と
、
老
後
の
年
金
だ

け
で
な
く
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

･
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
第
２
号

　

被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
…
勤

　

務
先
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

･
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

　

者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き
…
配

　

偶
者
の
勤
務
先
で
手
続
き
を
行

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

･
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
第
１
号

　

被
保
険
者
に
な
る
と
き
…
退
職

　

し
た
日
付
を
証
明
す
る
書
類
、

　

年
金
手
帳
、
認
印
、
身
分
証
明

　

証
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち

　

に
な
っ
て
、
役
場
国
保
年
金
課

　

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

･
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
第
２
号

　

被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
…
勤

　

務
先
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

･
配
偶
者
が
第
２
号
被
保
険
者
で

　

な
く
な
っ
た
と
き
…
配
偶
者
が

　

退
職
し
た
日
付
を
証
明
す
る
書

　

類
、
年
金
手
帳
、
認
印
、
身
分

　

証
明
証
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お

　

持
ち
に
な
っ
て
、
役
場
国
保
年

　

金
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

･
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
第

　

１
号
被
保
険
者
に
な
る
と
き
…

　

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た

　

日
付
を
証
明
す
る
書
類
、
身
分

　

証
明
証
（
運
転
免
許
証
等
）、
年

　

金
手
帳
、
認
印
を
お
持
ち
に
な

　

っ
て
役
場
国
保
年
金
課
で
手
続

　

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
国
民
年
金
被
保
険
者
加
入
届

新
規（
２０
歳
到
達
）」
を
、
役
場
国

保
年
金
課
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

国民年金国民年金
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
の
届
出
に
つ
い
て

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
の
届
出
に
つ
い
て

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
の
届
出
に
つ
い
て

２０
歳
に
な
っ
た
ら
…

第
１
号
被
保
険
者
の

方
が
…

第
３
号
被
保
険
者
の

方
が
…

第
３
号
被
保
険
者
の

方
が
…

第
２
号
被
保
険
者
の

方
が
…

◇
健
診
名　

特
定
健
康
診
査

◇
自
己
負
担
額　

無
料

◇
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
、
４０
〜
７４
歳
の
方
（
平

成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
４０
歳

に
到
達
す
る
方
〜
７５
歳
の
誕
生

日
前
ま
で
の
方
）

◇
検
査
内
容

・
基
本
項
目

問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
検
査
、

血
中
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

血
糖
検
査
、
尿
検
査

・
詳
細
項
目
（
医
師
の
判
断
に
よ

る
追
加
項
目
）

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼

底
検
査

◇
受
診
で
き
る
医
療
機
関　

県
内

の
一
部
医
療
機
関

＊
医
療
機
関
の
詳
細
に
つ
い
て
は

役
場
国
保
年
金
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
村
内
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
》

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

・
競
馬
共
助
会
み
ほ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
美
浦
村
美
駒
２
５
０
０

－

２
）

☎
０
２
９

－

８
８
５

－

１
８
１
３

・
美
浦
中
央
病
院
（
美
浦
村
宮
地

５
９
６
）
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

３
５
５
１

◇
受
診
方
法　

医
療
機
関
へ
予
約

を
入
れ
、
特
定
健
康
診
査
受
診

券
（
総
合
健
診
受
診
券
）
と
保

険
証
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
今
年
度
す
で
に
村
の
総
合
健
診

ま
た
は
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
方
、
受
診
予
定

の
方
は
、
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

◇
受
診
可
能
な
期
間　

平
成
２８
年

３
月
３１
日（
木
）ま
で

国民健康保国民健康保険
村
の
総
合
健
診
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
方
は
、

医
療
機
関
で
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

お問合せ
国保年金課国保係
☎８８５－０３４０（内）１１７

お問合せ
国保年金課年金係
☎８８５－０３４０（内）１１５

２０２０

【お問合せ】村教育委員会学校教育課子ども育成室☎８８５－０３４０（内）２３２

幼稚園・保育所を利用する手続きについて

入園・入所申し込み手続きの流れ

平成２８年度村立保育所入所のご案内

他市町村の施設の利用を希望する方へ
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国民年金
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
の
届
出
に
つ
い
て

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
の
届
出
に
つ
い
て

第
３
号
被
保
険
者
の

方
が
…

国民健康保険

２０

平成２８年４月からの

〈幼稚園〉〈保育所〉

入園・入所手続き

　幼稚園・保育所の入園・入所申し込み手続きにおいて、平成２７年度から「認定証」が必要となりました。
認定証は、入園・入所申し込み手続きの流れの中で交付を受けます。

《認定の区分》
　・児童（満３歳以上）の教育を希望する場合…【１号認定】
　　＊利用施設…幼稚園、認定こども園（教育部分）

　・「保育を必要とする事由」に該当する保護者が児童の保育を希望する場合…【２号認定・３号認定】
　　＊利用施設…保育所、認定こども園等（保育部分）

《保育を必要とする事由》
　入園・入所申し込みをする児童の保護者が、次のいずれかに該当する場合をいいます。
　①月に６０時間を超える就労　②妊娠・出産　③保護者の疾病・障がい　④同居親族等の介護・看護
　⑤災害復旧　⑥求職活動　⑦就学　⑧虐待・ＤＶのおそれがある　⑨育児休暇取得時に、すでに保育を
　利用している子がいて継続利用が必要　⑩その他、前各号に類している状態として村が認める場合

【お問合せ】村教育委員会学校教育課子ども育成室☎８８５－０３４０（内）２３２【お問合せ】村教育委員会学校教育課子ども育成室☎８８５－０３４０（内）２３２

　入園・入所申し込み手続きは、以下の利用施設により異なります。

《幼稚園、認定こども園（教育部分）》 《保育所、認定こども園（保育部分）》

幼稚園・保育所を利用する手続きについて幼稚園・保育所を利用する手続きについて

入園・入所申し込み手続きの流れ入園・入所申し込み手続きの流れ

◇入所開始　平成２８年４月１日から
◇入所対象　村内在住で現在未入所の乳幼児
＊乳児は入所日に生後６カ月超であること。
◇受付日時　１１月２４日（火）～２７日（金）
　　　　　　午後１時３０分～午後４時
◇申請場所　村学校教育課子ども育成室
◇必要書類　支給認定申請書兼利用申込書、
　　　　　　各種証明書（父母・祖父母等）
＊申請書および各種証明書は、村学校教育課
　もしくは各保育所に配置してあります。

平成２８年度村立保育所入所のご案内平成２８年度村立保育所入所のご案内

村に、「保育の必要性」の認定と施設利用希望
の申請をしてください。

※村への申請にあたっては、受入対象要件や
　申請受付の締切等、市町村によって異なる
　事項がありますので、利用したい施設のあ
　る市町村へ事前にお問い合わせください。

他市町村の施設の利用を希望する方へ他市町村の施設の利用を希望する方へ

　広報みほ９月号１３Ｐの表の最下段中「保育料」に
　おいて、「同一世帯で、年少組から小学校３年生
　までの範囲に兄弟姉妹がいる場合は」とありま
　したが、正しくは「保育所・幼稚園等に兄姉が
　入所している場合は」の誤りでした。お詫びし
　て訂正いたします。

◎お詫びと訂正

１．利用を希望する施設に、直接お申し込みくだ
　さい。

＊入園内定後、施設を経由してお住まいの市町村
　への認定申請と認定証交付を行います。

【注意点】　新制度に移行していない私立幼稚園に
　は認定証は必要ありませんので、私立幼稚園に
　入園を希望する場合は、認定証が必要かどうか
　入園したい私立幼稚園に直接ご確認ください。

２．施設と契約をしていただきます。

１．お住まいの市町村に「保育の必要性」の認定
　の申請と施設利用希望の申請をしてください。

２．保育を必要とする事由と保育の必要量に応じ
　て「認定証」が交付されます。

３．申請者の希望や施設の状況等により、市町村
　が利用調整します。

４．施設と契約をしていただきます。

※美浦幼稚園の入園申し込みの受付期間は、１０月
　１５日（木）～２３日（金）の平日となります。
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日時：１０月２５日（日）午前１０時～午後２時

　　　※小雨決行・雨天中止

会場：陸平貝塚公園（美浦村土浦２３５９）

主催：陸平縄文ムラまつり実行委員会

　

今
や
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
女

性
で
８６
・
８３
歳
、
男
性
で
は
８０
・

５０
歳
（
平
成
２６
年
）
で
、
男
女
共

に
８０
歳
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
美
浦
村
の
平
均
寿
命
は

女
性
で
８６
・
３０
歳
、
男
性
で
７８
・

６０
歳
（
平
成
２２
年
）
で
す
の
で
、

美
浦
村
の
女
性
は
全
国
並
み
で
す

が
男
性
は
全
国
平
均
よ
り
低
い
＝

短
命
と
い
う
状
況
で
、
残
念
な
デ

ー
タ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
に
男
性
は

健
康
で
寿
命
を
延
ば
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、

脳
卒
中
等
の
生
活
習
慣
病
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

こ
こ
に
日
々
の
健
康
管
理
の
た

め
に
１０
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
を
保
つ
た

め
、
忙
し
い
あ
な
た
も
自
分
自
身

の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
病
気
を

寄
せ
付
け
な
い
生
活
習
慣
を
ぜ
ひ

実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
運
動　

毎
日
、
今
よ
り
１５
分
多

　

く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
け
る
距
離
は
歩
く

・
２
階
、
３
階
ま
で
は
階
段
で

・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
体
操
を
す
る

＊
１５
分
連
続
し
て
運
動
す
る
必
要

　

は
な
く
、
５
分
３
回
で
も
３
分

　

５
回
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▼
食
事　

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を

　

揃
え
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

　

食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

・
食
塩
、
脂
肪
、
間
食
の
摂
り
す

　

ぎ
に
注
意

・
野
菜
は
１
日
３
５
０
ｇ
以
上

▼
た
ば
こ　

た
ば
こ
は
百
害
あ
っ

　

て
一
利
な
し
。
自
身
や
周
り
の

　

人
の
健
康
の
た
め
に
も
し
っ
か

　

り
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

＊
煙
草
を
止
め
た
効
果
は
そ
の
日

　

か
ら
現
れ
ま
す
。

▼
ア
ル
コ
ー
ル　

適
量
で
あ
れ
ば

　

「
百
薬
の
長
」、
飲
み
す
ぎ
る
と

　

「
百
厄
の
も
と
」で
す
。
週
２
日

　

以
上
の
休
肝
日
を
忘
れ
ず
に
。

＊
休
肝
日
が
連
続
す
れ
ば
さ
ら
に

　

回
復
が
見
込
め
ま
す
。

▼
血
圧
・
体
重　

高
血
圧
は
脳
卒

　

中
や
心
臓
病
等
を
引
き
起
こ
し

　

ま
す
。
予
防
や
改
善
に
は
、
家

　

庭
で
血
圧
を
測
り
自
分
の
血
圧

　

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
血
圧
の
数
値
は
１
３
５
／
８５
ｍ

　

ｍ
H
g
以
下
が
目
標
値
。

・
定
期
的
に
体
重
測
定
を
。

＊
太
っ
た
り
痩
せ
た
り
し
て
い
な

　

い
か
、
定
期
的
に
体
重
の
変
化

　

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
チ
ェ
ッ
ク　

健
康
診
断
は

　

自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
大
き

　

な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
毎
年
必
ず

　

受
診
し
て
、
健
診
結
果
に
応
じ

　

た
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
健

　

康
診
断
を
実
施
し
て
皆
さ
ん
の

　

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

▼
口
・
歯　

口
腔
機
能
は
、
食
べ

　

る
・
話
す
・
表
情
を
豊
か
に
す

　

る
等
、
元
気
で
楽
し
い
生
活
の

　

か
な
め
で
す
。
か
か
り
つ
け
の

　

歯
科
医
を
も
っ
て
、
定
期
的
に

　

口
腔
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

　

る
こ
と
は
全
身
の
健
康
を
守
る

　

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

＊
食
事
を
す
る
と
き
は
、
よ
く
噛

　

む
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

▼
睡
眠　

質
の
良
い
睡
眠
を
と
り

　

ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
同
じ
時
間
に
起
床
し
日
光

　

を
浴
び
る

・
昼
間
に
適
度
な
運
動
を
す
る

・
昼
寝
は
午
後
３
時
前
に
短
時
間
で

▼
病
気　

持
病
は
し
っ
か
り
と
コ

　

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
感
染
症
等
の

　

予
防
で
き
る
病
気
は
自
ら
予
防

　

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
社
会
交
流　

　

地
域
活
動
や

　

趣
味
活
動
に

　

参
加
す
る
こ

　

と
は
、
よ
り

　

自
分
ら
し
く
生
き
が
い
の
あ
る

　

充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
に

　

つ
な
が
り
ま
す
。
無
理
を
し
な

　

い
範
囲
で
積
極
的
に
活
動
に
参

　

加
し
ま
し
ょ
う
。

*
い
く
つ
に
な
っ
て
も
好
奇
心
を

　

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
に
運
動

　

２
に
食
事

　
　

し
っ
か
り
禁
煙

　
　
　

最
後
に
ク
ス
リ

診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

１１
　

月

１０
　

月
２５日

㈰

まつばらウィメンズクリニック

江 戸 崎 病 院

阿 見

稲 敷

☎８３０－５１５１

☎８９４－２６１１

市川ファミリークリニック

古 橋 医 院

阿 見

稲 敷

８日

㈰

☎８４３－３３０１

☎０２９９－７８－３７７０

つじ耳鼻咽喉科クリニック

ゆはらクリニック

阿 見

稲 敷

３日

㈫

☎８０１－３３８７

☎８９４－２００２

あ べ 整 形 外 科

いなしきクリニック

阿 見

稲 敷

１日

㈰

☎８７５－５３０３

☎８９２－３３７２

１８日

㈰

なるしま内科医院

江 戸 崎 眼 科

阿 見

稲 敷

☎８６９－４８２０

☎８９２－０２６２

休　日　当　番　医

《１１月の乳幼児健診》

◇受付時間　午後１時３０分～２時

・３歳児健診　１１月９日（月）
　対象：平成２４年８月～９月生

・４カ月児健診　１１月１６日（月）
　対象：平成２７年７月生

生
活
習
慣
を
見
直
し
て

  

病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

お元気
　ですか
　　
保健師です
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行

申
し
込
み
は
よ
く
確
認
を

衣
服
の
す
そ
踏
み

思
い
が
け
な
い
け
が
に
注
意

　ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

４ぴよ
ぴよ
ほっ

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２５．４．２～Ｈ２６．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし１１月の
子育て広場

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

　わい
よち
ほっ

月 火 水 木 金 土日

７

９８

２０１７１５

２８

２１

１４

２７２６２５２４２３

３０

２２

２９

ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

　わい
ほっ

２１ ４３ ５ ６　ぴよ
ぴよ
ほっ

１８

子どもが間違った発音をした場合は、言い直しをさ
せた方がよいのでしょうか？
違う発音だったとしても、基本的には言い直しはさ
せず、大人が正しい発音を子どもの言葉の後に言っ
てあげましょう。例えば、子どもの「アンマン！」に
対して「そうね。アンパンマンだね」などのように。

１歳になってから、よく指差しをするようになりま
した。何か声をかけた方がよいのでしょうか？
指差しは「ことばの前のことば」と言われ、感動や
要求を相手に伝える手段の一つです。例えば、犬を
指差した時「ワンワンだね」などと子どもの発見に
共感し、ひとつひとつ言葉を添えてあげましょう。

１６ １９

１３１０ １１ １２

子どもには、ゆっくり、はっきり、短い文章で話しましょう



7 1414広報みほ　平成２７年１０月号広報みほ　平成２７年１０月号広報みほ　平成２７年１０月号

育てよう

社会力

美浦村商工会青年部だより

【
一
般
事
務
】

◇
職
務
内
容　

一
般
事
務
補
助

◇
応
募
資
格　

村
内
に
在
住
し
て

い
る
５０
歳
以
下
で
美
浦
村
役
場

に
通
勤
可
能
な
方
で
、
一
般
事

務
経
験
が
あ
り
、
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
の
操
作
が
可
能
な
方

◇
募
集
人
員　

１
名

◇
勤
務
場
所　

村
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
村
役
場
内
）

◇
勤
務
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分

◇
報
酬
額　

日
額
６
４
０
０
円

◇
欠
格
事
項　

地
方
公
務
員
法
第

１６
条
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。 お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

◇
応
募
方
法　

応
募
期
限
ま
で
に

村
指
定
の
登
録
申
込
書
を
左
記

の
提
出
先
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
登
録
申
込
書
は
役
場
学
校
教
育

課
も
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

◇
応
募
期
限　

１０
月
２８
日（
水
）

◇
申
込
書
提
出
先
・
問
合
せ　

村

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
内

線
）
２
３
２

　　

人
は
み
ん
な
人
権
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
が

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
女
性
に
対

す
る
人
権
侵
害
が
依
然
と
し
て
発

生
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
戸
地
方
法

務
局
お
よ
び
茨
城
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
従
来
か
ら
様
々
な

活
動
を
通
じ
て
女
性
の
人
権
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
、
夫

・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
等
の
人
権
侵
害
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時　

１１
月
１６
日（
月
）〜
２２
日

（
日
）午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７

時（
平
日
）
、午
前
１０
時
〜
午
後

５
時（
土
・
日
曜
日
）

◇
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

☎

０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

◇
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

◇
問
合
せ　

水
戸
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
☎
０
２
９－

２
２
７

－

９
９
１
９

　

１０
月
か
ら
番
号
が
通
知
さ
れ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ
て
、

預
金
口
座
番
号
や
個
人
情
報
を
聞

き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
や

訪
問
が
あ
っ
た
事
例
が
、
各
地
で

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
も
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関

係
を
か
た
っ
た
訪
問
者
が
あ
っ
た

が
村
役
場
か
ら
来
た
の
か
」
と
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
切
な
個
人
情
報
や
財
産
・
家

族
を
守
る
た
め
、
不
審
な
電
話
や

訪
問
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
者
が
あ
っ

て
不
安
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警

察
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最

低
賃
金
を
時
間
額
７
４
７
円
（
昨

年
度
よ
り
１８
円
引
上
げ
）
に
改
正

決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
２７
年
１０
月
４
日
（
日
）
か
ら

県
内
の
全
産
業
・
全
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
賃
金
額
が
「
茨
城

県
最
低
賃
金
」
を
下
回
る
雇
用
契

約
は
、
労
使
双
方
の
合
意
で
あ
っ

て
も
最
低
賃
金
法
に
よ
り
無
効
と

さ
れ
、
賃
金
額
は
最
低
賃
金
額
と

同
額
の
契
約
を
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

◇
詳
細
・
問
合
せ　

茨
城
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
☎
０
２
９

－

２
２
４－

６
２
１
６　

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
度
や
仕
組
み
が
分

か
ら
な
か
っ
た
り
、
行
政
に
望
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
っ
た
ら
、「
行
政

相
談
委
員
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

《
行
政
相
談
》（
毎
月
開
催
）

◇
１０
月
の
開
催
日
時　

１０
月
２３
日

（
金
）午
前
１０
時
〜
正
午

◇
会
場　

役
場
２
階
小
会
議
室

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課

《
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
所
》

◇
日
時　

１０
月
２７
日（
火
）午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
３
時

◇
会
場　

土
浦
市
民
会
館
１
階
会

議
室

◇
問
合
せ　

総
務
省
茨
城
行
政
評

価
事
務
所
行
政
相
談
課
☎
０
２

９－

２
２
１－

３
３
４
７

美
浦
村
非
常
勤
一
般
職

員
の
募
集　

あ
な
た
一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
か

た
る
詐
欺
に
ご
注
意

１０
月
１９
日
〜
２５
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

◎
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

　

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定
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老
化
は
現
実
に
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
り
、
身
体
機
能
が
徐

徐
に
低
下
す
る
の
は
や
む
を
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
毎
日
か
ら
だ
を

動
か
せ
ば
、
体
力
や
身
体
機
能
の

低
下
の
度
合
い
を
小
さ
く
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
役
場
福
祉
介
護
課
で

は
貯
筋
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◇
日
時　

１１
月
１０
日（
火
）、
１７
日

（
火
）、
３０
日（
月
）、
１２
月
７
日

（
月
）、
１５
日（
火
）、
平
成
２８
年

１
月
１９
日（
火
）、
２６
日（
火
）、

　

２
月
９
日（
火
）、
１５
日（
月
）、

　

２３
日
（
火
）の
全
１０
回
（
午
前
中
）

＊
詳
細
は
お
申
込
み
い
た
だ
い
た

方
に
後
日
郵
送
し
ま
す
。

◇
対
象　

村
内
在
住
の
６５
歳
以
上

の
方
で
、
主
治
医
か
ら
運
動
を

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方
。

◇
会
場　

美
浦
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
講
師　

健
康
運
動
指
導
士
（
全

日
程
）、歯
科
衛
生
士
（
１２
月
７

日
の
み
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
定
員　

４０
名（
先
着
順
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課（
内
線
１
１
３
・
１
３
２
）

　

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記

に
関
す
る
相
談
を
事
前
予
約
に
よ

り
お
受
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
に
よ
り
待
ち
時
間
解
消

が
図
ら
れ
、
利
用
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
数
多
く
の
相
談
を
お
受

け
す
る
た
め
、
相
談
時
間
は
お
一

人
様
２０
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お

き
願
い
ま
す
。

◇
予
約
・
問
合
せ　

水
戸
地
方
法

務
局
土
浦
支
局
☎
０
２
９－

８

２
１－

０
７
８
３

　

学
校
公
開
お
よ
び
第
１８
回
美
よ

う
祭（
文
化
祭
）を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

◎
学
校
公
開

◇
日
時　

１１
月
６
日（
金
）、
７
日

（
土
）、
１９
日（
木
）午
前
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
１
時
〜

２
時

◎
第
１８
回
美
よ
う
祭

◇
日
時　

１１
月
７
日（
土
）午
前
９

時
２０
分
開
会
＊
雨
天
決
行

《
共
通
事
項
》

◇
会
場　

県
立
美
浦
特
別
支
援
学

校
各
教
室
お
よ
び
体
育
館

◇
持
ち
物　

上
履
き

◇
問
合
せ　

県
立
美
浦
特
別
支
援

学
校
☎
８
８
５－

４
１
６
６
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h
ttp
://w
w
w

　

.m
ih
o
-sn
.ib
k
.ed
.jp
/

）

　

１０
月
は
、
土
地
に
関
す
る
様
々

な
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
「
土
地

月
間
」
で
す
。
一
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
権
利

取
得
者（
譲
受
人
）は
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
き
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
が
必
要
な
面
積　

市
街
化

　

区
域
２
０
０
０
㎡
以
上
、
市
街

　

化
調
整
区
域
５
０
０
０
㎡
以
上

◇
届
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、

　

交
換
、
一
時
金
を
伴
う
地
上
権
、

　

賃
借
権
の
譲
渡
ま
た
は
設
定
等

◇
届
出
期
限　

契
約
締
結
日
か
ら

　

２
週
間
以
内

◇
届
出
先　

役
場
都
市
建
設
課

貯

筋

運

動

教

室

法
務
局
登
記
相
談
の

事
前
予
約
サ
ー
ビ
ス

美
浦
特
別
支
援
学
校

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

※
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
都
市

　

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

土
地
取
引
の
後
に
は

届
け
出
を
！

稲敷東部台都市計画区域マスタープランに関する公聴会

　都市の将来像を示す「都市計画区域マスタープラン」の作成にあたり、住民の皆さまからご意見
をいただくため、次のとおり公聴会を開催します。
　公聴会では、原案に対して公述人として意見を述べることができます。申出者が多数の場合は、
意見内容を考慮のうえ代表者を選考させていただきます。なお、公述申出者がいない場合は公聴会
は開催されません。

◇公聴会開催日時　１１月５日（木）午後２時開始

◇公聴会開催場所　稲敷市役所江戸崎庁舎２階会議室（稲敷市江戸崎甲３２７７番地１）

◇公述申出方法　意見を述べることを希望する方は、公述申出期間内に公述申出書を提出してくだ
　さい。公述申出書の様式は、下記の閲覧場所に配置してあります。

◇公述申出期間　１０月１９日（月）～２９日（木）※閉庁日を除く。

◇公述申出書提出先　〔〒３１０－８５５５　水戸市笠原町９７８－６〕　茨城県知事　橋本昌（茨城県土木部
都市局都市計画課扱い）あて

【原案の閲覧場所・問合せ】（閲覧は上記の申し出期間中のみ閲覧可能）
　茨城県土木部都市局都市計画課☎０２９－３０１－４５９２
　役場都市建設課☎０２９－８８５－０３４０（内線２２２）
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◇
日
時　

１１
月
１４
日（
土
）午
後
２

時
〜
午
後
３
時
３０
分

◇
内
容　

女
性
が
輝
く
社
会
を
作

る
た
め
に
〜
フ
ラ
ン
ス
の
男
女

平
等
か
ら
学
ぶ
〜

◇
講
師　

ド
ラ
・
ト
ー
ザ
ン
（
国

際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

◇
会
場　

茨
城
県
県
南
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
土

浦
市
大
和
町
９
番
１
号
ウ
ラ
ラ

ビ
ル
５
階
）

◇
入
場
料
・
定
員　

入
場
無
料
・

４
５
０
名（
申
込
先
着
順
）

◇
主
催　

茨
城
県
教
育
委
員
会
、

　

（
公
財
）茨
城
県
教
育
財
団
、
茨

城
県
女
性
プ
ラ
ザ
、
土
浦
市
、

　

土
浦
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

◇
申
込
み
・
問
合
せ　

レ
イ
ク
エ

コ
ー
☎
０
２
９
９－

７
３－

２

３
０
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
２
９
９

－

７
３－

３
９
２
５

建
退
共
制
度
（
建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
の
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
が
簡
単
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

　

税
法
上
全
額
非
課
税
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
。

◇
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業

を
営
む
方

◇
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業

の
現
場
で
働
く
方

◇
掛
金　

日
額
３
１
０
円

◇
問
合
せ　

（
独
）勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
茨
城
支
部
☎
０
２
９

－

２

２
５

－

０
０
９
５

　

自
分
の
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
せ
て
、
自
分
ら
し
く
輝
く
た

め
の
方
法
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１０
月
３１
日（
土
）〜
１１
月

１
日（
日
）午
後
４
時
〜
翌
日
午

前
９
時
３０
分（
１
泊
２
日
）

◇
内
容　

美
し
い
マ
ナ
ー
＆
ウ
ォ
ー

　

キ
ン
グ
、
ア
ロ
マ
、
ヨ
ガ
等

◇
会
場　

レ
イ
ク
エ
コ
ー
（
行
方

市
宇
崎
１
３
８
９
）

◇
参
加
費　

５
０
０
０
円

＊
宿
泊
費
、
食
事
代
含
む
。

◇
対
象　

女
性（
定
員
２０
名
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

◇
持
ち
物　

ヨ
ガ
が
で
き
る
服
装
、

宿
泊
に
必
要
な
も
の

◇
申
込
・
問
合
せ　

レ
イ
ク
エ
コ
ー

　

☎
０
２
９
９－

７
３－

２
３
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
２
９
９－

７

３－

３
９
２
５

　

不
妊
治
療
を
受
け
る
（
受
け
て

い
た
）
な
か
で
、「
仕
事
と
治
療
の

両
立
に
つ
い
て
他
の
人
は
ど
う
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
」「
ご
家
族
・
友

人
に
は
治
療
の
こ
と
を
伝
え
て
い

る
の
か
な
」
等
、
同
じ
悩
み
を
感

じ
て
い
る
人
と
話
を
し
た
い
、
話

を
聞
い
て
み
た
い
人
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま

す
。
個
人
情
報
は
厳
守
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１１
月
２２
日
（
日
）
午
後
２

時
２０
分
〜
４
時
２０
分
（
午
後
２

時
２０
分
〜
３５
分
受
付
）

◇
対
象　

治
療
に
関
連
し
た
悩
み

を
お
持
ち
の
方
「
治
療
を
や
め

た
又
は
や
め
よ
う
か
迷
っ
て
い

る
揺
れ
る
気
持
ち
を
語
ろ
う
」

・
プ
レ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス

＊
妊
娠
し
や
す
い
か
ら
だ
作
り
の

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

午
後
２
時
３５
分
〜
５０
分

・
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ　

　

午
後
２
時
５０
分
〜
４
時
２０
分

◇
会
場　

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
１

　

階
相
談
室
１
０
１

◇
定
員　

１０
名
程
度

◇
ス
タ
ッ
フ　

茨
城
県
不
妊
専
門

　

相
談
セ
ン
タ
ー
の
助
産
師
・
不

　

妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

◇
参
加
費　

無
料

◇
参
加
方
法　

開
催
日
の
３
日
前

　

（
木
曜
日
）ま
で
に
お
電
話
に
て

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
産
婦

　

人
科
医
会
☎
０
２
９－

２
４
１

　

－

１
１
３
０

＊
月
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
〜
午

　

後
３
時
ま
で

　

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
看

護
職
専
任
就
業
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
相
談
無
料
、
事
前
申

込
み
・
履
歴
書
不
要
）

《
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎
会
場
》

◇
日
時　

１０
月
２２
日（
木
）午
後
１

時
〜
３
時
３０
分
（
龍
ヶ
崎
市
若

柴
町
１
２
２
９－

１
）

《
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
会
場
》

・
日
時　

１０
月
３０
日（
金
）午
後
１

時
〜
３
時
（
土
浦
市
真
鍋
１－

１８－

１９
）

◇
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
茨
城

県
看
護
協
会
・
茨
城
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９－

２
２
１

－

７
０
２
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９

－

２
２
６－

０
４
９
３

　

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
中
小
企

業
振
興
公
社
で
は
、
下
請
取
引
の

適
正
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
「
移
動

法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

＊
事
前
申
し
込
み
お
よ
び
先
着
順

◇
県
南
会
場（
１
会
場
３
社
ま
で
）

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲
（
つ
く

ば
市
小
野
崎
４
８
８－

１
）

・
日
時　

１１
月
１１
日（
水
）午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

◇
申
込
・
問
合
せ　

公
益
財
団
法

人
茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社

（
下
請
か
け
こ
み
寺
）☎
０
２
９

　
－

２
２
４－

５
３
１
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
：

０
２
９－

２
２
７－

２
５
８
６

男
女
共
同
参
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座

茨
城
県
看
護
協
会

「
看
護
の
仕
事
」相
談
会

「
下
請
か
け
こ
み
寺
」

弁
護
士
無
料
相
談
会

自
分
ら
し
く
輝
く
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

不
妊
専
門
相
談

「
お
し
ゃ
べ
り
会
」開
催

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

平
成
２７
年
度

美
浦
村
敬
老
会

敬老作文表彰

謝辞

式典会場

シルバーリハビリ体操

マジックショー

歌謡ショー

ロコモティブシンドローム
　　　　予防と対策講演会

福岡県から教育視察に来村

広報みほ　平成２７年１０月号 広報みほ　平成２７年１０月号広報みほ　平成２７年１０月号
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大山地区の民生委員に
　　　　　大竹守氏が就任

鹿島アントラーズが
　　　「美浦の日」を開催

茨
城
県
学
年
別
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

　
　
　
　

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ
が
活
躍
！

美
浦
体
操
ク
ラ
ブ

　

好
成
績
続
々
！

美浦トレーニング・センターコーナーにて

高学年チーム
（６年生および５年生選抜）

低学年チーム
（４年生および３年生選抜）

◇
日
時　

１０
月
２４
日（
土
）午
後
０

時
３０
分
〜
４
時

◇
内
容　

講
演
「
難
病
患
者
の
口

腔
ケ
ア
」、患
者
会
発
表
（
潰
瘍

性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
）、朗

読
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
、
医

療
相
談
コ
ー
ナ
ー

◇
会
場　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
水
戸

市
千
波
町
１
９
１
８
）

◇
入
場
料　

無
料

◇
問
合
せ　

茨
城
県
難
病
団
体
連

絡
協
議
会
☎（
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
２

９－

２
４
４－

４
５
３
５

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
、
次
の
と

お
り
４
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

◎
平
成
２７
年
１１
月
２
日
現
在
で
、

　

満
２０
歳
〜
満
３９
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

・
青
年
海
外
協
力
隊

・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◎
平
成
２７
年
１１
月
２
日
現
在
で
、

　

満
４０
歳
〜
満
６９
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア

◇
募
集
期
間　

１０
月
１
日（
木
）〜

１１
月
２
日（
月
）消
印
有
効

＊
海
外
か
ら
の
応
募
は
１１
月
５
日

（
木
）必
着
。

◇
申
込
・
問
合
せ

《
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
募
集

課
☎
０
３－

５
２
２
６－

９
８

１
３
、
メ
ー
ル：

jicav
o
lu
n
t

　

eer-b
o
sh
u
@
jica.g

o
.jp

《
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
》
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
社
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
窓
口
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

横
浜
内
）
☎
０
４
５－

２
１
１

－

１
７
８
６
、
メ
ー
ル：

n
ik

　

k
eiv
o
l@
jad
esas.o

r.jp

《
共
通
》
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
://w
w

w
.jica
.g
o
.jp
/v
o
lu
n
teer/in

d

ex
.h
tm
l)

　

平
成
２８
年
３
月
に
高
等
学
校
卒

業
予
定
の
方
で
未
だ
就
職
が
内
定

し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
規
高

校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
事
業
所

の
方
、
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１１
月
４
日（
水
）午
後
１

　

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

＊
受
付
は
午
後
１
時
開
始
。

◇
会
場　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　

（
土
浦
市
城
北
町
２－

２４
）

◇
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ

　

崎
☎
０
２
９
７

－

６
０

－

２
７

　

２
７

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

少
年
の
非
行
や
犯
罪
被
害
等
の
問

題
に
関
し
て
電
話
、面
接
、Ｅ
メ
ー

ル
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
南
・
県
西
地
域
の
方
は
、
少

年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば

　

つ
く
ば
市
高
野
１
１
９
７－

２

０
豊
里
窓
口
セ
ン
タ
ー
内
☎
０

２
９－

８
４
７－
０
９
１
９

▼
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
水
戸

　

水
戸
市
柵
町
１－

３－

１
水
戸

合
同
庁
舎
５
階
☎
０
２
９－
２

３
１－

０
９
０
０

▼
相
談
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

k
eis

　

h
o
n
en
@
p
ref.ib

arak
i.lg
.jp

い
ば
ら
き

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
土
浦

□問合せ　自衛隊茨城地方協力本部
　龍ヶ崎地域事務所（龍ケ崎市寺後
　３６２９－５）☎０２９７－６４－３３５１
＊自衛隊茨城地方協力本部ホームペ
　ージにも募集情報を掲載していま
　す。（http://www.mod.go.jp/pco/ib
　araki/）

◎陸上自衛隊高等工科学校生徒

◎自衛官候補生（男子）

受験資格

受　　付

試験期日

平成２８年４月１日現在、１５歳以上１７歳未満の男子

平成２７年１１月１日（日）から平成２８年１月８日（金）必着

第１次試験：平成２８年１月２３日（土）

第２次試験：平成２８年２月４日（木）から７日（日）までのうち指定する１日

受験資格

受　　付

試験期間

場　　所

１８歳以上２７歳未満の者

受付時にお知らせします。

別途各人に通知します。

年間を通じて行っております。

募集の内容やその他の募集職種等の詳細につ
いては、下記の事務所までお問合せください。自衛官等募集案内

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集

難
病
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
開
催
！

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

広報みほ　平成２７年１０月号広報みほ　平成２７年１０月号 広報みほ　平成２７年１０月号
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ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
で
は
、

「
脱
フ
リ
ー
タ
ー
・
脱
無
職
」を
目

指
し
て
い
る
１５
歳
〜
４０
歳
代
前
半

の
方
を
対
象
と
し
た
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
「
社
会
人
基
礎
力
養
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
企
業
の
採

用
担
当
者
が
重
要
視
し
て
い
る
社

会
人
基
礎
力
の
習
得
や
そ
の
意
識

付
け
を
す
る
こ
と
で
、
採
用
可
能

性
の
ア
ッ
プ
と
就
職
後
も
能
力
を

最
大
限
発
揮
し
や
す
く
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

◇
日
時　

１１
月
５
日（
木
）、
６
日

（
金
）午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４

時
３０
分

◇
日
時　

１０
月
１８
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
内
容　

霞
ヶ
浦
流
入
河
川
の
特

性

－

集
水
域
か
ら
の
流
入
負
荷

と
課
題

◇
講
師　

沼
澤
篤
（
主
任
講
師
、

　

セ
ン
タ
ー
嘱
託
、
理
学
博
士
）

◇
会
場　

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
霞
ケ

浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
環
境
活

動
推
進
課
☎
０
２
９

－

８
２
８

－

０
９
６
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２

９

－

８
２
８

－

０
９
６
７

　

茨
城
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
２７
年
度
生
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ま
ち
・

び
と
き
っ
か
け
フ
ォ
ー
ラ
ム

－
あ

な
た
の
《
ま
ち
》
こ
れ
か
ら
ど
う

し
ま
す
か
？

－

」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
・
内
容　

１１
月
１５
日（
日
）

《
第
１
部
》
午
前
１０
時
〜
午
後
０

時
３０
分
「
全
国
各
地
の
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
る
講
師
の
講
話
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

講
師：

福
留
強
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

協
会
理
事
長
）

＊
要
事
前
予
約
。

《
第
２
部
》
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分
「
徳
島
県
の
過
疎
・
高
齢
地
域

を
つ
ま
も
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
再
生

さ
せ
た
講
師
の
貴
重
な
講
演
」

講
師：

横
石
知
二
氏
（
株
式
会

社
い
ろ
ど
り
代
表
取
締
役
）

＊
予
約
不
要
。

《
各
部
共
通
事
項
》

◇
開
場　

各
３０
分
前

◇
会
場　

茨
城
県
南
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町
９
番

１
号
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

◇
定
員　

４
６
８
名

◇
入
場
料　

無
料

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
南
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

８
２
６

－
１
１
０
１

　

女
性
も
男
性
も
働
き
や
す
い
社

会
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
活
動
す
る

マ
タ
ハ
ラ
Ｎ
ｅ
ｔ
代
表
の
小
酒
部

さ
や
か
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
お
話
し
い

だ
だ
き
ま
す
。

◇
日
時　

１０
月
３１
日（
土
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

◇
内
容　

働
き
方
改
革
〜
一
人
ひ

と
り
が
働
き
や
す
い
環
境
を
目

指
し
て
〜

◇
講
師　

小
酒
部
さ
や
か
（
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

◇
会
場　

レ
イ
ク
エ
コ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
（
行
方
市
宇
崎
１
３
８

９
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

レ
イ
ク
エ
コ
ー

☎
０
２
９
９

－

７
３

－

２
３
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２
９
９

－

７

３

－

３
９
２
５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.lak
eech

o
.

g
ak
u
sy
u
.ib
k
.ed
.jp

）

　

一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
程　

１０
月
〜
平
成
２８
年
３
月

ま
で
の
第
一
土
曜
日（
全
６
回
）

午
前
１０
時
〜
正
午

◇
会
場　

中
央
公
民
館
学
習
室

＊
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
講
師　

市
川
紀
行
氏

◇
受
講
料　

無
料
（
資
料
等
実
費

徴
収
）

◇
主
催
・
申
込
・
問
合
せ　

憲
法

を
学
ぶ
会
・
門
脇
☎
０
９
０

－

２
２
４
９

－

９
３
５
３
、
増
尾

☎
０
９
０

－

９
０
０
９

－

１
１

７
２

◇
会
場　

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市

三
の
丸
１

－

７

－

４１
）

◇
対
象
者　

１５
歳
〜
概
ね
４０
歳
代

前
半
の
求
職
者
で
全
日
程
参
加

で
き
る
方
・
先
着
２０
名

＊
と
く
に
お
す
す
め
の
方
…
社
会

人
に
な
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、
社
会
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
能
力
を
身
に
付
け
な

が
ら
就
職
活
動
を
し
た
い
方
、

　

就
職
後
自
分
の
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
か
不
安
な
方
等

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
・
問
合
せ　

特
定
非
営
利

活
動
法
人
雇
用
人
材
協
会
☎
０

２
９

－

３
０
０

－

１
７
３
８
、

メ
ー
ル
（s-co

lleg
e@
k
o
y
o
u
-

jin
zai.o

rg
)

◇使用機器
　学校：クリアパルス　Ａ２７００
　役場：日立アロカメディカル　ＴＣＳ―１７２Ｂ
◇測定放射線　γ線

（単位：μＳｖ/ｈ）

木原小学校

測定日９月１４日

測定日９月１４日

測定日９月１４日

測定日９月１４日

測定日９月１４日

安中小学校

大谷小学校

美浦中学校

美浦村役場

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

０．０８１

０．０８１

０．０８３

０．０６７

０．０８７

０．０４６

０．１０４

０．０７１

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高１ｍ）

校舎内

駐車場（地上高１ｍ）

庁舎内

０．０９

０．０６

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率

霞

ヶ

浦

学

講

座

生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
育
て
世
代
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
座

日
本
国
憲
法
学
習
会

社
会
人
基
礎
力
養
成

講
座
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美浦村議会美浦村議会

議
席
番
号　

１１

議
席
番
号　

１２

議
席
番
号　

６

議
席
番
号　

７

議
席
番
号　

１

議
席
番
号　

２

議
席
番
号　

１３

議
席
番
号　

１４

議
席
番
号　

８

議
席
番
号　

９

議
席
番
号　

１０

議
席
番
号　

３

議
席
番
号　

４

議
席
番
号　

５

副議長議長

教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで
相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日
午前９：００～午後３：００

電話
相談

毎週水・木曜日
午前９：００～午後３：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊１１月２日（月）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

１０月１９日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

１１月２５日（水）
午後１：３０～４：００

１１月２日（月）・１６日（月）
午後１：００～３：００

１０月２３日（金）
午前１０：００～正午

役場２階小会議室

１０月の納税

＊納期限は１１月２日（月）です。

（３期）

（４期）

（４期）

（４期）

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
通
常
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
）

＊
年
末
年
始
を
除
く

◇
１０
月
・
１１
月
の
実
施
日
時

　

１０
月
１４
日
・
２８
日
、
１１
月
１１
日

　

・
２５
日
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
予
約
し
た
も
の
を
、
土
日
・
祝

日
の
役
場
閉
庁
時
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

◇
日
時　

１１
月
１８
日（
水
）午
前
１０

時
〜
午
後
１
時

◇
会
場　

中
央
公
民
館
調
理
室

◇
参
加
費　

５
０
０
円

◇
募
集
人
数　

１０
名（
先
着
順
）

◇
申
込
期
限　

１０
月
３０
日（
金
）

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付（
電
話
予
約
）

　

善　
　

意

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

村 県 民 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（８月１日～３１日）

８月３１日現在死者ゼロ継続５４７日

発生件数

負傷者数

死者数

０

０

０

年累計
（　１２　）

（　１５　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
企
画
財

政
課

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
日
時　

１１
月
１０
日（
火
）午
前
１０

　

時
〜
午
後
３
時

◇
会
場　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
８
８
５－

２
９
１
５

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
瀧
本
満
江
様　

古
切
手

○
匿
名
希
望
１
件　

古
切
手

○
匿
名
希
望
１
件　

使
用
済
み
プ

　

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
水
飼
光
夫
様　

９
９
６
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会
デ
ン

マ
ー
ク
料
理
講
習
会

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談
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どうぞ足元に気をつけて…
　敬う思いから出てくる一声
　　  　　　　　( 美浦村敬老会会場にて )

★１１月７日（土）

〈平成２７年９月１日現在の人口と世帯数〉 男８,４１６　女８,０４０　計１６,４５６（前月比－７３）世帯数６,８２６（前月比－４０）

広報みほ（№６４３・平成２７年１０月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

スタンプラリー開催（抽選で記念品をプレゼント）

美浦村中央公民館美浦村中央公民館【メイン会場】【メイン会場】

【日程】【日程】１０月３１日（土）～１１月３日（火）

・１１月５日（木）～１５日（日）

１０月３１日（土）～１１月３日（火）

・１１月５日（木）～１５日（日）

保育所・幼稚園・小中学校・美浦特別支援学校

一般・小中学校・同好会等の発表

一般・みほ文化講座生・同好会等作品

★１０月３１日（土）～１１月３日（火）

★１１月５日（木）～１５日（日）

一般作品展示 ロビー

子ども作品展示 ロビー

はたらくくるまにのってみよう！ 役場駐車場

★１１月３日（火）

★１１月１４日（土）

お茶会 和室

俳句会 和室

★１１月８日（日）

俚謡大会 和室

映画祭 大ホール

消費生活展示 ロビー

芸能発表会 大ホール

音楽フェスティバル 大ホール

お祭り広場 中央公民館駐車場

たくさんの模擬店・アトラクションでみなさんをお待ちしています。
　 ▼時空戦士イバライガーショー（野外特設ステージ、無料）
　 ▼物産展（大洗町・茨城町・福島県大玉村・新潟市横越地区）
　 ▼商工祭　 ▼お楽しみ抽選会　他
※お楽しみ抽選券は、午前９時３０分から中央公民館にて１人につき１枚配布します。

第３８回

みほ産業文化フェスティバルみほ産業文化フェスティバルみほ産業文化フェスティバルみほ産業文化フェスティバル

□主　催　美浦村産業文化祭実行委員会・美浦村　　□問合せ　中央公民館☎８８５－４４５１

芸能発表会・ゲストステージ

※１１月３日（火）は会場周辺が大変混雑します。車でお越しの際は、光と風の丘公園駐車場をご利用
　ください。（１１月３日（火）のみ光と風の丘公園駐車場からメイン会場までの送迎有り）
※詳細は１０月２６日（月）の新聞チラシでご案内します。（予告なくイベント内容変更の場合有り）

着付会 和室 ※１０月３１日（土）のみ開催

★１１月１５日（日）

山口かおる山口かおる 美月　優美月　優
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